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酒田市の概要

•山形県の日本海側に位置

•人口 約９万５千人

•面積 約６００㎢

•アクセス
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山形県の現状

【共働き率】

山形県：59.9％ ※全国第２位
＜R2国勢調査／総務省＞

【育児をしながら働く女性の割合】

山形県：87.2％ ※全国第２位
＜R4年度 就業構造基本調査／総務省＞

【1日当たりの仕事・家事等の平均所要時間】

平日 仕事 女性：6時間41分 男性：7時間58分

家事 女性：3時間22分 男性：1時間7分

育児 女性：1時間40分 男性：18分
<令和元年度ワーク・ライフ・バランス、男女共同参画及び

女性活躍に関する県民意識・企業実態調査／山形県>



本市の現状

【人口】

94,902人 (Ｒ6.4.30現在住民基本台帳より)

◆H22年：111,151人、H27年：106,244人、R2：100,273人（各年国勢調査より）

※H22⇒R2の10年間で△10,878人

※H27⇒R2の5年間で△5,971人

【雇用情勢について】 (Ｒ6.3月分ハローワーク酒田公表データより)

◆有効求人倍率 1.48倍 (山形県の求人倍率1.29倍)

◆R6.3月新規高卒者の就職状況

県内133人、県外63人（県内就職率 計67.9%）

※コロナ禍前のR2.3月卒は、県内202人、県外159人

(県内就職率56％)

10年間で約1割減少



本市の現状（社会増減）

若い女性の
流出が多い



本市が持っていた危機感

地方都市の人口減少の最大の要因

•若い女性（＞男性）が都会へ流出している。・・・社会減
•その結果、若い女性・男性の婚姻数が減少している。
•その結果、出生数が減少している。 ・・・自然減

若い女性の流出の最大の要因

•自身の成長を感じられる仕事を選べない。所得水準が低い
（「所得水準」と「若い女性の流出率」には相関関係あり）。
•伝統的な性別役割分担意識が強く、自由に生きられない。



日本一女性が働きやすいまち宣言

平成29年度市民フォーラムで

「日本一女性が働きやすいまち」
を目指す宣言を行いました



日本一女性が働きやすいまち宣言



本市女性活躍推進３本柱

（１）働きやすい職場環境整備

目
標

事業主への意識啓発

働きやすい職場環境の増加
（女性活躍推進法に基づく一般事
業主行動計画策定済企業の増加）

（２）家庭との両立支援

目
標

特別保育等子育て支援サービスの
拡充

保育需要の多様化への対応

家庭における意識啓発
（ジェンダーを日頃意識していな
い層への啓発）

（３）女性のチャレンジ支援

目
標

多様な働き方ができる環境整備

女性のスキルアップや再チャレン
ジへの不安解消

酒田市では、「日本一女性が働きやすいまち」を目指し、

下記３つのテーマを柱に女性活躍に取り組んでいます。



（１）働きやすい職場環境整備

厚生労働大臣の
認定

日本一女性が働きやすいまち
宣言に賛同するリーダーの会

女性活躍推進法に基づく
行動計画の策定

えるぼし認定

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

ステップ２

ステップ３

山形労働局へ届出

まずは賛同

ステップ１

女性活躍支援員が
企業訪問＆サポート



賛同状況

日本一女性が働きやすいまち宣言に
賛同するリーダーの会

４月末現在

１３１社

令和３年度
R4.3.31時点

令和４年度
R5.3.31時点

令和５年度
R6.3.31時点

賛同企業数 ４７社 ７３社 １２９社

＋２６社 ＋５６社



取り組みの結果

・えるぼし認定企業 ７ 社（令和６年３月末現在）

認定段階：えるぼし３段階目 ６社、えるぼし２段階目 １社

業種：製造業４社、建設業１社、不動産業１社、医療１社

県内トップ！
全国でも第２位！（東京23区、県庁所在地、政令指定都市除く）

・日本一女性が働きやすいまち宣言
に賛同するリーダーの会

会員数 １３１ 社（令和６年４月末現在）



（２）家庭との両立支援

new

建替え

・家事シェア推進月間を設定し、市民
参加型の家事シェアチェック宣言によ
る意識啓発を行う。
・参加者の中から抽選で家事代行サー
ビスお試しクーポンを交付する。

家事シェアチェックシート



【市内女性】
①新しい・多様な働き方の推進
②副業による収入アップ
【市内事業者】
ITツール活用・課題解決

女性
育成

IT基礎
RPA
SNS発信など

目的

仕事獲得 リモート環境で可能
な仕事

スキル獲得 市外

仕事獲得＆
事業者の課題解決

中小・小規模企業の
サポート

①SNS発信
②HPメンテ
③経理・顧客管理

市内

【プラス】
①女性の就業率が高い
【マイナスかも】
②世帯収入が低い
③硬直的な働き方（事業者マインド）
④三世代同居による硬直的な生活スタイル

背景

酒田市産業振興まちづくりセンターの取組み

（３）女性のチャレンジ支援



（参考）IT関連企業の立地状況

❖令和４年３月～
㈱ＳＩＧ様

❖令和３年１１月～
パイルシェイプスルパン㈱様

❖令和６年４月～
PLCパートナーズ㈱様

❖令和５年６月～
㈱サイダス様

ＤＸ推進
アクセス良
女性も活躍

本市出身者が神奈川県で起業し、
「ＩＣＴで住みやすい街づくり」に
寄与するため故郷の本市に移転

卒業後地元に居ながら就業したい学生ニーズ
に対応した新しい採用プログラムを酒田市と
共同で推進

R6年4月には50名規模
の第２オフィス「酒田
開発センター」を設立

働きがいをつくる人事DX
の開発・販売を行う当該
企業と連携し、行政の人
事制度改革やIT人材育成
に向けた取組を検討中



ご清聴
ありがとうございました。


